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和装振興協議会における商慣行のあり方について
 平成27(‘15) 年11月、各工程を代表する業界関係者、学識者、ユーザー代表等の幅広いス

テークホルダーの参加を得て、和装振興にかかる情報共有・議論の場として「和装振興協議会」を
設置。

 平成29(‘17)年2月、和装振興協議会の下に「商慣行分科会」を設置。和装の持続的発展のた
めに和装業界が自主的に実施することが望ましいと考えられる指針として、同年5月の和装振興協
議会にて「和装の持続的発展のための商慣行のあり方について（商慣行に関する指針）」をとりま
とめた。

【和装振興協議会の開催実績】
平成27(‘15)年 11月 第１回開催（需要開拓、作り手の維持・復活）※つくり手分科会の設置決定
平成28(‘16)年 5月 第２回開催（商慣行、消費者ニーズの把握）

〃 11月 第３回開催（商慣行、和装の取組の広がり）※商慣行分科会の設置決定

平成29(‘17)年 5月 第４回開催（「商慣行に関する指針」の採択・公表）
〃 11月 第５回開催（「商慣行に関する指針」のフォローアップ、和装振興策）

平成30(‘18)年 5月 第６回開催（「成人式用の振袖等の販売・レンタルについて」の見解を採択・公表）
〃 11月 第７回開催（「商慣行に関する指針」のフォローアップ、消費者志向の実践）

令和元(‘19)年 11月 第８回開催（和装業界における消費者志向について）
令和 2(‘20)年 11月 第９会開催（コロナの影響について、きものの歴史・文化について）

＜商慣行分科会の開催実績＞
平成29(‘17)年 2月 第１回開催（商慣行における今後の取組の方向性について議論）

〃 3月 第２回開催（報告書案について議論）
〃 4月 第３回開催（報告書案のとりまとめ、今後の進め方について議論）
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「和装の持続的発展のための商慣行のあり方について」 （17条指針）に賛同を表明した
団体・事業者(平成30年5月29日現在)
○協議会参加団体（7団体）
(一財)きものの森
(一社) 全日本きもの振興会
全国染色協同組合連合会
(一財) 大日本蚕糸会
日本織物中央卸商業組合連合会
(一社) 日本絹人繊織物工業会
(一社)日本きもの連盟

○その他団体（65団体）
伊勢崎織物工業組合
茨城県結城郡織物協同組合
小千谷織物同業協同組合
加賀市織物協同組合
協同組合加賀染振興協会
鹿児島県絹織物工業会
亀田繊維工業協同組合
京都織物卸商業組合
(公財) 京都和装産業振興財団、
京友禅協同組合連合会、
京都誂友禅工業協同組合
京都工芸染匠協同組合
京都染織整理工業協同組合
京都染色補正工業協同組合
京都染型協同組合
京都手描友禅協同組合
京都引染工業協同組合
京都紋章工芸協同組合
京都友禅協同組合
京都友禅蒸水洗工業協同組合

桐生織物協同組合
（つづく）

（つづき）
五泉織物工業協同組合
塩沢織物工業協同組合
城端織物工業協同組合
NPO法人全国つくりべの会
米沢つくりべの会
小千谷つくりべの会
十日町つくりべの会
結城つくりべの会
桐生つくりべの会
東京つくりべの会
浜松つくりべの会
西陣つくりべの会
京友禅つくりべの会
加賀友禅つくりべの会
丹後つくりべの会
博多つくりべの会
久留米絣つくりべの会
鹿児島つくりべの会
奄美つくりべの会
沖縄つくりべの会、

丹後織物工業組合
十日町織物工業協同組合
東京織物卸商業組合
東京都染色工業協同組合
東京都染織卸商業協同組合
栃尾織物工業協同組合
富岡シルクブランド協議会
名古屋織物卸商業組合
西陣織工業組合
日本きものシステム協同組合

（つづく）

（つづき）
博多織工業組合
八王子織物工業組合
浜縮緬工業協同組合
浜松織物卸商協同組合
兵庫県絹人絹織物工業組合
福井県織物工業組合
福島県絹人繊織物構造改善工業組合
本場奄美大島紬協同組合
本場大島紬織物協同組合
本場結城紬卸商協同組合
村山織物協同組合
米沢織物工業組合
米沢織物商業協同組合
米沢繊維協議会

○事業者（６事業者）
牛首紬 大門屋
(有) 内海呉服 きもの千歳屋
(株)京都きもの市場 代表取締役社長 田中敬次郎
(株)黒木織物
(株)松屋 代表取締役社長 宝子山賢祐
(株)やまと




